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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
心臓足首血管指数（CAVI）は、大動脈を含めた大血管の硬化度を反映する指数である。これまで、CAVI
は左室駆出率、頸動脈内膜中膜複合体の厚さ、冠動脈病変数と関係することが報告されてきた。しか
し、冠動脈プラーク全体の量やその形態についての詳細な関係は不明である。本研究では、CAVI と
冠動脈プラークの量およびその形態について比較検討を行った。 
【対象】 
2011年 9月から、2013年 12月までの冠動脈造影検査を行った連続 625症例を対象とした。心原性シ
ョック、慢性心房細動、維持透析、四肢の欠損および CAVI データの欠損を除いた、548 例に対して
後ろ向きに解析を行った。また、548例のうち 89例に対して光干渉断層装置（OCT）による観察を行
った。 
【方法】 
548例全てで、冠動脈プラーク量を反映する Gensini数を計算した。また、冠動脈プラークの形態に
関しては、OCTで観察した89例について比較検討した。Gensini数を予測する因子を見つけるために、
多変量解析を行った。また、冠動脈病変数と CAVIの関係について検討した。CAVIと冠動脈病変の有
無に関して多変量ロジスティック回帰分析と受信者操作特性解析を行った。最後に OCTで観測された、
さまざまな冠動脈プラークの形態と CAVIについて比較検討した。 
【結果】 
CAVIは Gensini 数を予測する独立した因子であった。冠動脈病変の有無に関して、CAVIは独立した
予測因子であり、そのカットオフ値は 8.5であった。また、冠動脈プラークの形態と CAVI に明らか
な関係は指摘できなかった。 
【結論】 
CAVIは冠動脈プラークの量とは関係するが、OCTで観察される冠動脈プラークの形態とは明らかな関
係は認められなかった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
心臓足首血管指数（CAVI）は、大動脈を含めた大血管の硬化度を反映する指数である。これまで、CAVI
は左室駆出率、頸動脈内膜中膜複合体の厚さ、冠動脈病変数と関係することが報告されてきた。しか
し、冠動脈プラーク全体の量やその形態についての詳細な関係は不明である。本研究では、CAVI と
冠動脈プラークの量およびその形態について比較検討を行った。 
2011年 9月から、2013年 12月までの冠動脈造影検査を行った連続 625症例を対象とした。心原性シ
ョック、慢性心房細動、維持透析、四肢の欠損および CAVI データの欠損を除いた、548 例に対して
後ろ向きに解析を行った。また、548例のうち 89例に対して光干渉断層装置（OCT）による観察を行
った。 
548例全てで、冠動脈プラーク量を反映する Gensini数を計算した。また、冠動脈プラークの形態に
関しては、OCTで観察した89例について比較検討した。Gensini数を予測する因子を見つけるために、
多変量解析を行った。また、冠動脈病変数と CAVIの関係について検討した。CAVIと冠動脈病変の有
無に関して多変量ロジスティック回帰分析と受信者操作特性解析を行った。さらに、OCTで観測され
た、さまざまな冠動脈プラークの形態と CAVIについて比較検討した。 
多変量解析において、CAVIは、年齢・性別・高血圧・糖尿病とともに、Gensini数を予測する独立し
た因子であった。冠動脈病変の有無に関しても、CAVI は独立した予測因子であり、そのカットオフ
値は 8.5であった。一方、OCTでの冠動脈プラークの形態と CAVIに有意な関連性はみられなかった。 
以上より、CAVIは、OCTで観察される冠動脈プラークの形態との関連性は認められないものの、冠動
脈プラーク量と関連性を有することが示唆された。 
本研究は、CAVI が冠動脈プラークの質的評価を予測しえないが、冠動脈プラークの量的評価との関
連性があることを明らかにした研究であり、よって本研究者は、博士(医学)の学位を授与されるに値
するものと認められた。 
